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附
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
九

地
域
の
資
源
を
活
用
し
て
地
域
に
お
け
る
経
済
循
環
を
創
造
す
る
取
組
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付

税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

附
則
第
六
条
第
一
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三
十

国
の
行
う
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
保
全
活
動
及
び
山
村
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
取
組
へ
の
支
援
と
連
携
を
図
り
当
該
道
府
県
が
当
該
年
度
に
地
方
単
独
事
業
と
し
て
行
う
森
林
・
山
村
多
面
的

機
能
発
揮
対
策
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し

た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

三
十
一

国
の
行
う
水
産
業
及
び
漁
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
資
す
る
取
組
へ
の
支
援
と
連
携
を
図
り
当
該
道
府

県
が
当
該
年
度
に
地
方
単
独
事
業
と
し
て
行
う
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税

の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

三
十
二

急
激
な
原
油
価
格
の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
緊
急
に
実
施
す
る
対
策
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税

の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

附
則
第
六
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
」
を
「
一
般
社
団
法
人
又
は
一

般
財
団
法
人
で
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
基
金
を
設
置
す
る
も
の
に
対
す
る
貸
付
け
の

財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
発
行
に
つ
い
て
同
意
又
は
許
可
を
得
た
地
方
債
の
う
ち
特
別
交
付
税

の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
認
め
た
も
の
に
係
る
当
該
年
度
の
利
子
支
払
額
（
附
則
第
四
条
第

二
項
に
お
い
て
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
も
の
を
除
く
。）に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
」
に
改
め
、「
の
合

算
額
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五

項
中
「
平
成
二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
平
成

二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中「
平
成
二
十
四
年
度
」

を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
、「
〇
・
二
」
を
「
〇
・
五
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
平

成
二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
、「
〇
・
二
」
を
「
〇
・
五
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

平
成
二
十
五
年
度
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、
当
該
年

度
に
お
け
る
地
方
自
治
法
第
二
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
の
支
給
総
額
（
以
下「
退
職
手
当
支
給
総
額
」

と
い
う
。）が
、
国
家
公
務
員
の
退
職
給
付
の
給
付
水
準
の
見
直
し
等
の
た
め
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
九
十
六
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か

ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
退
職
手
当
調
整
率
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十

二
号
）
附
則
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
及
び
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
定
め
る
率
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
し
て

適
用
さ
れ
る
率
を
当
該
道
府
県
の
条
例
に
規
定
す
る
退
職
手
当
調
整
率
と
み
な
し
て
計
算
し
た
退
職
手
当
の
支
給
総

額
（
以
下
「
み
な
し
退
職
手
当
支
給
総
額
」
と
い
う
。）を
上
回
る
道
府
県
（
退
職
手
当
支
給
総
額
が
み
な
し
退
職
手

当
支
給
総
額
以
下
と
な
る
道
府
県
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
認
め
る
道
府
県
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
退

職
手
当
支
給
総
額
か
ら
み
な
し
退
職
手
当
支
給
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
平
成
二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
改
め
、「
次
の
各

号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
」
を
「
水
俣
病
影
響
地
域
の
再
生
・
振
興
に
資
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の
絆
の
修
復
並
び
に

水
俣
病
発
生
地
域
に
お
け
る
健
康
上
の
不
安
の
解
消
及
び
健
康
増
進
を
図
る
事
業
の
実
施
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
設
置

及
び
運
営
を
事
業
と
す
る
旧
民
法
法
人
に
出
資
す
る
た
め
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
当
該
年
度
に
お
け
る
元
利
償
還
金
の

額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
」
に
改
め
、「
の
合
算
額
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
同
条
第
二
項
を

削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
平
成
二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条

第
四
項
中
「
平
成
二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、同
条
第
五
項
中「
平

成
二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
各
号
列
記
以
外
の
部

分
中
「
平
成
二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
改
め
、「
算
定
し
た
額
」
の
下
に「（
第
四
号
、
第
二
十
八
号
、

第
二
十
九
号
、
第
三
十
一
号
及
び
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、

財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
五
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
八
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
六

分
の
十
一
か
ら
当
該
市
町
村
の
財
政
力
指
数
に
三
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
数
を
控
除
し
て
得
た
数
（
小
数
点
以
下
二
位

未
満
は
、
四
捨
五
入
す
る
。）を
、〇
・
五
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。）」

を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
〇
・
六
以
上
〇
・
八
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
七
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
六
未
満

の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
九
を
」
を
「
〇
・
五
以
上
〇
・
八
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
六
分
の
十
一
か
ら
当
該
市

町
村
の
財
政
力
指
数
に
三
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
数
を
控
除
し
て
得
た
数
（
小
数
点
以
下
二
位
未
満
は
、
四
捨
五
入
す

る
。）を
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
に
、
財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
五
を
、
〇
・
六

以
上
〇
・
八
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
七
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
六
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
九
を
、

〇
・
五
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
」
を
削
り
、
同
項
第
六
号
中
「
平
成
二
十
四

年
十
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
二
、
四
〇
〇
円
」
を
「
二
、〇
〇
〇
円
」

に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
イ
中
「
七
九
二
円
」
を
「
七
六
三
円
」
に
改
め
、
同
項
第
十
六
号
中
「
一
一
九
、〇
〇
〇
円
」

を
「
一
一
六
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
八
三
、
八
〇
〇
円
」
を
「
八
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、同
項
第
二
十
二
号
を
削
り
、

同
項
第
二
十
三
号
中
「
附
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
二
号
」
を
「
附
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
一
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
二
十
二
号
と
し
、
同
項
第
二
十
四
号
中
「
附
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
三
号
」
を
「
附
則
第
六
条
第
一
項
第

二
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
三
号
と
し
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
経
費
及
び
」
の
下
に
「
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
等
の
相
手
方
に
対
す
る
婦
人
相
談
所
そ
の
他
の
施
設
に
よ
る
支
援
に
要
す
る
経
費
並
び
に
」
を
加
え
、
同
号
を
同

項
第
二
十
四
号
と
し
、
同
項
第
二
十
六
号
を
同
項
第
二
十
五
号
と
し
、
同
項
第
二
十
七
号
中
「
附
則
第
六
条
第
一
項
第

二
十
五
号
」
を
「
附
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
六
号
と
し
、
同
項
第
二
十
八
号

中
「
附
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
六
号
」
を
「
附
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
七

号
と
し
、
同
項
第
二
十
九
号
中
「
に
、
財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
五
を
、
〇
・
六
以
上

〇
・
八
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
七
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
六
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
九
を
、
〇
・

五
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
十
八
号
と
し
、
同

項
第
三
十
号
中
「
に
、
財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
五
を
、
〇
・
六
以
上
〇
・
八
未
満
の

市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
七
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
六
未
満
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
〇
・
九
を
、
〇
・
五
未
満
の
市
町

村
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
十
九
号
と
し
、
同
項
第
三
十
一
号

を
削
り
、
同
項
第
三
十
二
号
中
「
四
七
九
、
七
八
四
円
」
を
「
四
七
九
、
〇
六
一
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
六
号
を
加
え
る
。

三
十
一

附
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
八
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額

三
十
二

附
則
第
六
条
第
一
項
第
二
十
九
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額

三
十
三

附
則
第
六
条
第
一
項
第
三
十
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
号
中
「
〇
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
〇
・
七
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

三
十
四

附
則
第
六
条
第
一
項
第
三
十
一
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
号
中
「
〇
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
〇
・
七
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

三
十
五

附
則
第
六
条
第
一
項
第
三
十
二
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額

三
十
六

戸
籍
又
は
除
か
れ
た
戸
籍
の
副
本
（
電
磁
的
記
録
に
限
る
。）を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
管
轄
法
務
局
若

し
く
は
地
方
法
務
局
又
は
そ
の
支
局
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
送
信
す
る
事
務
の
実
施
に
伴
い
市
町
村
の
戸

籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
に
要
し
た
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大

臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

附
則
第
七
条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
削
り
、
同
条
第
八
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
平
成

二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中「
平
成
二
十
四
年
度
」

を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
、「
附
則
第
六
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を「
附
則
第
六
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」

に
改
め
、「
算
定
し
た
額
」
の
下
に
「
と
し
、
附
則
第
六
条
第
六
項
中「
震
災
復
興
特
別
交
付
税
の
額
」と
あ
る
の
は
、「
震

災
復
興
特
別
交
付
税
の
額
並
び
に
特
別
交
付
税
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
令

第
百
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
交
付
税
に
関
す
る
省
令
第
三
条
第
一
号
、
第
五
条
第
一
号
イ
、
附
則
第
五
条
第
一

項
及
び
第
二
項
、
附
則
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
附
則
第
九
条
並
び
に
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
算
定

し
た
額
の
合
算
額
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
平
成
二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
五

年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
す
る
。
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